（ 別 紙 ２ ）
感染予防、環境整備・消毒に必要な備蓄物資（例）
１　感染予防用備蓄物資
　　①サージカルマスク　　備蓄済み（50個×120箱）
　　②手指消毒アルコール　備蓄済み（500ml×120個）
　　③うがい薬            備蓄済み（250ml×２３０個）
　　④手袋
　　　　　仕様、必要個数等について、健康対策課の助言を受けて整備する。
　　⑤ゴーグル
　　　　　仕様、必要個数等について、健康対策課の助言を受けて整備する。
　　⑥防護服
　　　　　仕様、必要個数等について、健康対策課の助言を受けて整備する。
※食料については、各職員に、家庭での備蓄に勤務中必要な食料の備蓄を加えることを要請する。（地震とは異なり、通常の保存がきく食料で可）
※備蓄物資は本局５階倉庫に保管し、海外発生（レベル２、国の第一段階）
で各所属に配布し、国内発生（レベル３、国の第二段階）で使用を開始する。
２　環境対策用備蓄物資
　　①体温計　　　　　　　各所属配布済み
　　②床等消毒薬
次亜塩素酸ナトリウム溶液、イソプロパノール、消毒用エタノール製剤等について、健康対策課の助言を受けて対応する。
